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「美とは痙攣的なものだろう、さもなくば存在しないだろう」
―
シュルレアリスムの生誕を告げる神話的作品『ナ
ジャ』の末尾に、アンドレ・ブルトンが、意を決したように、謎を謎のまま綴りきった一文である。美と痙攣のかかわりについては、やがて『狂気の愛』で詩人みずからが説明を添えるだろう。 「啓示的な事物に接したときの胸がしめつけられるような感情」から 美は発動し そのとき「通常の論理的筋道ではわれわれの心象に届きえないような何らかの解答が一挙に流れ出す」のだと。人間と事物をつなぐ驚くべき偶然の配置をつうじ 痙攣とともに動する美とは、し し何か。いやむしろ、痙攣するのが美でなくばいったい かを、 『ナ ャ』 時をこえ、読み手に問いかけてきたのでもないか。「諧調はもはや美では い。美はただ乱調にある。諧調は
偽りである」
―
痙攣的な美の延長で私がときに想起して
きたのは、 『ナジャ』の一五年前に大杉栄が言い放ったこの一節である。なるほど、痙攣と乱調を分かつ文脈上のへだたりはいかにも深く、なにより大杉のあっけらかんとした美には、エロスを翳らせた妖しい謎がみじんもない。かれのいう美と 、既存の支配に反逆し、新たな自由をうみだす人間の躍動 ひとえ 「生の拡充」にあったからだ。ただ、ふたりの「美」をどう切り離 ばよいものか、私は最後になっていつも判らなくなる。ブルトン とっても、美の到来にむけて解読すべき 人間の生そ ものであ 、「他人の生によって生きること、しかもその人が与える以上のものを奪おうとはせずに生き」ることが夢見られていた。生の密度が極点 達 るそ 刹那に痙攣が、乱調が生じるというのなら、シュルレアリストとアナキストは、や
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特集〈歴史のことば　現在のことば〉
文献案内アンドレ・ブルトン「ナジャ」巖谷國士訳、 『アンドレ・ブルトン
集成１』人文書院、一九七〇年
大杉栄「生の拡充」 、飛鳥井雅道編『大杉栄評論集』岩波文庫、一
九九六年
マリノウスキー『バロマ
―
トロブリアンド諸島の呪術と死霊信
仰』高橋渉訳、未來社、一九八一年
柳田國男「食物と心臓」 、 『柳田國男全集
17』ちくま文庫、一九九〇
年
はり生の拡充という一点で結ばれるように思えるのだ。「霊魂たちと意思を疎通させる少し違った形式は、短時間の発作を起す人のそれである」
―
生きた人間の体が死者
や精霊に憑依されるとき、痙攣に似た発作がおきる事例は、世界各地の民族誌で報告さ てきた。ただし、霊魂観の佳作『バロマ』でこの一節を記すマリノフスキーは、むしろモノとモノの伝統的な交換の形を論じた古典『西太平洋の遠洋航海者
―
メラネシアのニュー・ギニア諸島における、
住民たちの事業と冒険 報告』
（増田義郎訳、講談社、二〇一
〇年）
で知られる人類学者である。ギリシア悲劇『アンテ
ィゴネー』
（ソポクレース作、呉茂一訳、岩波文庫、一九六一年）
に倣って、人間以上 驚異は世界に存在しないこ を認めたとしても、たとえば書物がそうであるように、モノはヒトの生の映しであるばかりか、ときにモノ固有 驚くべき命を宿しはじめることも私たちは知っている。日常 かすかな痙攣と乱調をみちびくヒトとモノの交合は、すでにそれ自体が日常と 乖離 た場所から諧調を押しつけてくる力への、しずかな反逆のはじまりを告げてもいよ 。「タマは霊魂をも意味すればま 分配をも意味する。タシイの語義はすでに不明になっ いるが、タマシまたはタマスは各人の分け前 意味している」
―
かつてそう記し
た柳田國男も、痙攣と乱調 めぐる問題の深淵に れなり
の仕方で迫っていた。お年玉は、今日のような近代の勤勉家たちの顔を複写した紙片でなく、かつてはタマそのものを移し入れる新年のトシタマ、食物として贈られあっていた。驚異のはるかな痕跡を、いずれむなしい郷愁やアンチに還元するのでなく、きたるべき痙攣の予兆として、乱調という不純ぶり まま、現在 世界へと無造作に投げ込みつつ考えはじめること。それこそが、二〇世紀前半の「美」の果てにひらかれる、新たな扉にならないだろうか。
まじま・いちろう
　 総合国際学研究院教授
　 西アフリカ民族誌
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